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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　成分（Ａ）～（Ｅ）の合計１００重量部に対して、
　（Ａ）芳香族ポリカーボネートおよび／またはポリエステルカーボネート４０～７５重
量部、
　（Ｂ）重量平均分子量７００００～９００００ｇ／ｍｏｌの遊離（コ）ポリマーを含む
、第１ゴム変性グラフトポリマー３～４０重量部、
　（Ｃ）第２ゴム変性グラフトポリマー３～４０重量部、
　（Ｄ）重量平均分子量１０００００～２０００００ｇ／ｍｏｌを有する（コ）ポリマー
０～３０重量部、および
　（Ｅ）防炎剤０～３０重量部
を含み、
　グラフトポリマーＢにおける遊離（コ）ポリマーの重量平均分子量が、グラフトポリマ
ーＣにおける遊離（コ）ポリマーと（コ）ポリマーＤとの混合物の重量平均分子量と比較
して、少なくとも６００００ｇ／ｍｏｌ低い、組成物。
【請求項２】
　以下の成分（Ｂ．２）における（Ｂ．１）のグラフトポリマー（Ｂ）を含み、
　　（Ｂ．１）　成分Ｂに基づいて、５～９５重量％の以下の成分（Ｂ．１．１）と（Ｂ
．１．２）との混合物：
　　　（Ｂ．１．１）　ビニル芳香族、核置換ビニル芳香族およびメタクリル酸（Ｃ１－
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Ｃ８）アルキルエステルからなる群から選択される、（Ｂ．１）に基づいて、６５～８５
重量％の少なくとも１つのモノマー、
　　　（Ｂ．１．２）　ビニルシアニド、（メタ）アクリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエ
ステルおよび不飽和カルボン酸誘導体からなる群から選択される、（Ｂ．１）に基づいて
、１５～３５重量％の少なくとも１つのモノマー、
　　（Ｂ．２）　０℃未満のガラス転移温度を有する９５～５重量％の少なくとも１つの
グラフトベースであって、該グラフトベース（Ｂ．２）が０．０５～１０μｍの平均粒径
（ｄ５０値）を有する、
請求項１に記載の組成物。
【請求項３】
　以下の成分（Ｃ．２）における（Ｃ．１）のグラフトポリマー（Ｃ）を含み、
　　（Ｃ．１）　成分Ｃに基づいて、５～９５重量％の以下の成分（Ｃ．１．１）と（Ｃ
．１．２）との混合物：
　　　（Ｃ．１．１）　ビニル芳香族、核置換ビニル芳香族およびメタクリル酸（Ｃ１－
Ｃ８）アルキルエステルからなる群から選択される、（Ｃ．１）に基づいて、６５～８５
重量％の少なくとも１つのモノマー、
　　　（Ｃ．１．２）　ビニルシアニド、（メタ）アクリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエ
ステルおよび不飽和カルボン酸誘導体からなる群から選択される、（Ｃ．１）に基づいて
、１５～３５重量％の少なくとも１つのモノマー、
　　（Ｃ．２）　０℃未満のガラス転移温度を有する９５～５重量％の少なくとも１つの
グラフトベースであって、該グラフトベース（Ｃ．２）が０．０５～１０μｍの平均粒径
（ｄ５０値）を有する、
請求項２に記載の組成物。
【請求項４】
　（Ｂ）および（Ｃ）からなる群から選択される少なくとも１つのグラフトポリマーおよ
び成分Ｄまたは成分Ｄの一部分が予備配合物の形態で用いられる、請求項１～３のいずれ
か１項に記載の組成物。
【請求項５】
　エマルジョン重合法で調製される成分Ｃのグラフトポリマーおよび成分Ｄのコポリマー
の予備配合物を用いる、請求項４記載の組成物。
【請求項６】
　成形品を製造するための請求項１～５のいずれか１項に記載の組成物の使用。
【請求項７】
　請求項１～６のいずれか１項に記載の組成物を含む成形品。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、耐衝撃性が向上したポリカーボネート組成物に関し、低温での優れた延性を
有し、射出成形の間に比較的高い溶融流動性を特徴とする向上した加工処理特性によって
区別することができる。さらに、本発明は、特に、高温での良好な加工処理安定性、ダン
プヒート条件下でのエイジングに対する良好な安定性、およびストレス－クラッキングに
対する良好な耐性を有する上述の特性を有するこれらのポリカーボネート組成物に関する
。また、さらに、本発明は、難燃ポリカーボネート組成物にも関し、高延性を有し、射出
成形の間に比較的高い溶融流動性を特徴とする向上した加工処理特性によって区別するこ
とができる。
【背景技術】
【０００２】
　耐衝撃性が向上したポリカーボネート組成物、例えば、ＡＢＳ（アクリロニトリル／ブ
タジエン／スチレン）を含む混合物が公知であり、その目的は室温および低温での高い延
性および良好な加工処理特性である。しかし、所望の用途、特に、複雑な部品の形状を実
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現するためには、さらなる加工処理特性の向上がしばしば望まれる。しかし、先行技術の
従来の尺度では、所望の改良をもたらすが、たいてい、靱性が低下し、そして／または、
溶媒、オイル、脂質などの媒体などの影響下ではストレス－クラッキングに対する耐性が
低下する。これは重要なことである。なぜなら、延性についての優れた特性の要件が、低
温に下げた場合、ＰＣ／ＡＢＳの部品、例えば、自動車製造における保安部品にたいてい
課せられるからである。ＰＣ／ＡＢＳ混合物の使用に関する当該分野ならびに他の分野、
例えば、電子機器のハウジングの場合などにおいて、その材料が様々な媒体（例えば、脂
質、オイル、溶媒、スキンクリームなど）と接触することがよくあり、これらの影響を与
える媒体に耐性を有するべきであり、機械的なストレスなどを受けていても、可能な限り
ダメージを受けるべきではない。
【０００３】
　ＰＣ／ＡＢＳ組成物に対するさらなる要求は、向上した加工処理安定性ならびに加水分
解に対する安定性、すなわち、ダンプヒート環境での長期安定性である。これは、広範な
加工処理時間にわたって機械的特性を高いレベルで確実に実現できること、高温条件下ま
たは高温ダンプ条件下での保存後などにおいても、可能な限りほとんど変化が生じないこ
とを確実にするために必要である。
【０００４】
　ＷＯ ０１／２５３３４号は、バルク重合法で調製したＡＢＳに基づくＰＣ／ＡＢＳ組
成物が良好な加工処理安定性ならびに低温での靱性と溶融流動性との向上したバランスを
有し得ることを開示する。ＥＰ ０ ９００ ８２７号は、本質的にエマルジョン重合法で
調製したＡＢＳに基づくＰＣ／ＡＢＳ組成物もまた良好な加工処理安定性を有し得ること
を教示するが、これは、エマルジョン法で調製したインパクトモディファイアーが実質的
に塩基性成分を含まず、しかもアルキルスルホネートなどの特定の乳化剤に基づいて調製
されている場合である。ＷＯ ９１／１８０５２Ａ１号は、高熱安定性を有するＰＣ／Ａ
ＢＳ組成物を開示し、この組成物の特徴は、グラフトポリマーが、１５００ｐｐｍ未満、
好ましくは８００ｐｐｍ未満のナトリウムイオンおよびカリウムイオン含有量を有し、所
定量の抗酸化剤を含むことである。ＷＯ ９９／１１７１３Ａ１号は、防炎ＰＣ／ＡＢＳ
組成物を開示し、この組成物は、水分に対して向上した耐性を有し、それと同時に、高レ
ベルの機械的特性を有し、この組成物の特徴は、グラフトポリマーのアルカリ金属含有量
が１ｐｐｍ未満であることである。特に、グラフトポリマーのナトリウムイオンおよびカ
リウムイオン含有量は１ｐｐｍ未満であるべきである。
【０００５】
　このようなＰＣ／ＡＢＳ組成物は、様々な重合法によって調製された様々なＡＢＳグラ
フトポリマーの混合物を含み、これらもまた本質的によく知られている。
【０００６】
　ＵＳ－Ａ ４，６２４，９８６号およびＵＳ－Ａ ４，５２６，９２６号は、低光沢のポ
リカーボネートグラフトコポリマー組成物、バルク重合法によって調製されたグラフトコ
ポリマーまたはエマルジョン重合法によって調製されたグラフトコポリマー、およびグラ
フトコポリマーとして記載されているそれらの混合物を開示する。当該文献において用い
るＡＢＳにおけるＳＡＮの分子量は限定されていない。
【０００７】
　ＵＳ－Ａ ４，６７７，１６２号は熱可塑性組成物を開示し、この組成物は芳香族ポリ
カーボネート、アクリロニトリル／ブタジエン／スチレン（ＡＢＳ）のグラフトコポリマ
ーおよびインパクトモディファイアーを含む。ＡＢＳグラフトポリマーは、バルク重合法
によって調製され、１～１８重量％のポリブタジエン含有量、０．７５μｍを超える平均
ゴム粒径を有する。エラストマーベースのグラフトコポリマーは、好ましくはエマルジョ
ン法によって調製され、そのエラストマー含有量は１５～９８重量％であり、その平均ゴ
ム粒径は０．７５μｍ未満であり、インパクトモディファイアーとして開示されている。
ＡＢＳに含まれるＳＡＮの分子量の影響については検討されていない。
【０００８】
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　ＥＡ－Ａ ０ ３１２ ９２９号は、少なくとも２つのグラフトコポリマーの混合物を含
むＰＣ／ＡＢＳ組成物を開示し、一方のグラフトコポリマーは、エマルジョン法によって
調製されており、全エラストマー成分の全量に基づいて、過剰に存在し、他方のグラフト
コポリマーは、別の方法（例えば、バルクまたはバルク懸濁重合）で調製されている。
【０００９】
　ＷＯ ９４／２４２１０号は熱可塑性組成物を開示し、この組成物は、芳香族ポリカー
ボネート；少なくとも２つのグラフトコポリマーの混合物であって、一方のグラフトコポ
リマーはバルク重合法で調製されたものであり、他方のグラフトコポリマーはエマルジョ
ン重合法で調製されたものである；エポキシド基を含むコポリマー；および必要に応じて
芳香族コポリマーを含む。
【００１０】
　ＥＰ－Ａ ０ ４５６ ０３０号は、ポリカーボネートとグラフトポリマー成分とを含む
ＰＣ／ＡＢＳ組成物を開示し、グラフトポリマー成分は、バルクグラフトポリマーとエマ
ルジョングラフトポリマーとの混合物を含み、グラフトポリマー成分におけるエマルジョ
ングラフトポリマーの含有量は１０～５０重量％である。
【００１１】
　ＥＰ ０ ３７２ ３３６Ａ２号は、低温で高い靱性を有するＰＣ／ＡＢＳ組成物を開示
し、この組成物の特徴は、グラフトポリマーおよび／またはコポリマーが少なくとも部分
的にグラフトポリマーおよび／またはコポリマーで置換されていることである。ここで、
グラフトベースおよび／またはコポリマーは少なくとも８６重量％のビニル芳香族を含む
。各種グラフトポリマーおよびコポリマーにおけるＳＡＮ分子量については全く記載がな
い。
【００１２】
　ＷＯ ９９／６５９９１号は、向上したメッキ特性を有する耐衝撃性が向上したポリカ
ーボネート組成物を開示し、この組成物は、２つのグラフトコポリマーの混合物を含み、
一方のグラフトポリマーは、平均分子量５００００～１５００００ｇ／ｍｏｌの遊離ＳＡ
Ｎコポリマーを含む。実施例はグラフトポリマー混合物を含む組成物を開示し、グラフト
ポリマー混合物において、特定のグラフトポリマーに含まれる遊離ＳＡＮコポリマーの平
均分子量が最大で３００００ｇ／ｍｏｌ異なる。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【００１３】
　本発明の課題は、靱性（低温を含む）と溶融流動性との向上したバランスを有し、さら
に、ダンプヒート環境の影響下でのエイジングに対する良好な耐性、良好な加工処理安定
性および良好な耐化学薬品性を有するＰＣ／ＡＢＳ成形組成物を提供して、複雑な成形品
を製造することにある。本発明の課題は、さらに、高い靱性および向上した溶融流動性を
有する耐火成形組成物の提供である。
【課題を解決するための手段】
【００１４】
　驚くべきことに、上記課題は以下の耐衝撃性が向上したポリカーボネート組成物によっ
て達成されることが見出された。耐衝撃性が向上したポリカーボネート組成物は、少なく
とも２種類のグラフトポリマーの混合物を含み、その各々が遊離（すなわち、ゴムに化学
的に結合していない）（コ）ポリマーを含み、さらに組成物は、必要に応じて添加される
（コ）ポリマーを含む。第１グラフトポリマーにおける遊離（コ）ポリマーの重量平均分
子量は、第２グラフトポリマーにおける遊離（コ）ポリマーの重量平均分子量と比較して
、あるいは、さらに（コ）ポリマーを添加する場合には第２グラフトポリマーにおける遊
離（コ）ポリマーと添加する（コ）ポリマーとの混合物の重量平均分子量と比較して、少
なくとも３２０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは少なくとも４００００ｇ／ｍｏｌ、特に好ま
しくは少なくとも６００００ｇ／ｍｏｌ低い。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００１５】
　本発明は、従って、以下の組成物を提供する。
　（Ａ）芳香族ポリカーボネートおよび／またはポリエステルカーボネート、
　（Ｂ）第１グラフトポリマー、
　（Ｃ）第２グラフトポリマー、
　（Ｄ）必要に応じて（コ）ポリマー、および
　（Ｅ）必要に応じて防炎剤、
を含み、グラフトポリマーＢにおける遊離（コ）ポリマーの重量平均分子量が、グラフト
ポリマーＣにおける遊離（コ）ポリマーと（コ）ポリマーＤとの混合物の重量平均分子量
と比較して、少なくとも３２０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは少なくとも４００００ｇ／ｍ
ｏｌ、特に好ましくは少なくとも６００００ｇ／ｍｏｌ低い、組成物。
【００１６】
　好ましい実施態様において、グラフトポリマーおよび（コ）ポリマーの合計（Ｂ＋Ｃ＋
Ｄ）におけるグラフトポリマーＢの含有量は、１５～８５重量％、特に２０～８０重量％
、特に好ましくは２５～７５重量％である。
【００１７】
　本発明の好ましい組成物は、成分Ｂ、特に好ましい実施形態においてはグラフトポリマ
ーＢおよびＣの両方が、バルク重合法、溶液重合法またはバルク懸濁重合法によって調製
されているものである。
【００１８】
　好ましくは、本発明の組成物は、
　（Ａ）２５～８５重量部、好ましくは３５～８０重量部、特に好ましくは４０～７５重
量部の芳香族ポリカーボネートおよび／またはポリエステルカーボネート、
　（Ｂ）１～６０重量部、好ましくは２～５０重量部、特に好ましくは３～４０重量部の
第１ゴム変性グラフトポリマーであって、好ましくは、重量平均分子量６００００～９９
０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは７００００～９８０００ｇ／ｍｏｌ、特に好ましくは７０
０００～９００００ｇ／ｍｏｌの遊離（すなわち、ゴムに化学的に結合していない）コポ
リマーを含む、第１ゴム変性グラフトポリマー、
　（Ｃ）１～６０重量部、好ましくは２～５０重量部、特に好ましくは３～４０重量部の
第２ゴム変性グラフトポリマー、
　（Ｄ）０～４０重量部、好ましくは０～３０重量部、特に好ましくは３～２０重量部の
（コ）ポリマー、および
　（Ｅ）０～３０重量部、好ましくは１～２５重量部、特に好ましくは２～２０重量部の
防炎剤
を含み、
　グラフトポリマーＢにおける遊離（コ）ポリマーの重量平均分子量が、グラフトポリマ
ーＣにおける遊離（コ）ポリマーと（コ）ポリマーＤとの混合物の重量平均分子量と比較
して、少なくとも３２０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは少なくとも４００００ｇ／ｍｏｌ、
特に好ましくは少なくとも６００００ｇ／ｍｏｌ低く、
　成分Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ＋Ｅの重量部の合計は１００に調節されている。
【００１９】
　バルク重合法、溶液重合法またはバルク懸濁重合法で調製した２つのグラフトポリマー
の混合物；バルク重合法、溶液重合法またはバルク懸濁重合法で調製した１つのグラフト
ポリマーとエマルジョン法で調製した１つのグラフトポリマーの混合物；あるいはエマル
ジョン法で調製した２つのグラフトポリマーの混合物のいずれかをグラフトポリマー（Ｂ
）および（Ｃ）として用い、グラフトポリマー（Ｂ）および（Ｃ）は、好ましくは、特に
ダンプヒート条件下でポリカーボネートを触媒的に分解する製造に関連した不純物もしく
は成分を含まない。
【００２０】
　特に好ましい実施態様において、少なくとも１つの成分ＢまたはＣ、好ましくは成分Ｂ
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である。これら本発明の組成物のなかでもグラフトポリマーＢおよびＣがともにバルク重
合法、溶液重合法またはバルク懸濁重合法で調製されるものが特に好ましい。
【００２１】
　（成分Ａ）
　本発明に適切な成分Ａの芳香族ポリカーボネートおよび／または芳香族ポリエステルカ
ーボネートは、文献公知であるか、または文献既知の方法によって調製することができる
（芳香族ポリカーボネートの調製に関しては、例えば、Schnell, ”Chemistry and Physi
cs of Polycarbonates”, Interscience Publishers, 1964 および ＤＥ－ＡＳ １ ４９
５ ６２６号、ＤＥ－Ａ ２ ２３２ ８７７号、ＤＥ－Ａ ２ ７０３ ３７６号、ＤＥ－Ａ 
２ ７１４ ５４４号、ＤＥ－Ａ ３ ０００ ６１０号およびＤＥ－Ａ ３ ８３２ ３９６号
を参照のこと；芳香族ポリエステルカーボネートの調製に関しては、例えば、ＤＥ－Ａ 
３ ０７７ ９３４号を参照のこと）。
【００２２】
　芳香族ポリカーボネートの調製は、例えば、ジフェノールと、カルボン酸ハライド（好
ましくはホスゲン）との反応および／または芳香族ジカルボン酸ジハライド（好ましくは
ベンゼンジカルボン酸ジハライド）との反応によって、相界面法によって、必要に応じて
連鎖停止剤（例えば、モノフェノール）を用いて、および必要に応じて分岐剤（３官能性
または３官能性を超える分岐剤、例えば、トリフェノールまたはテトラフェノール）を用
いて、実施する。ジフェノールと、例えばジフェニルカーボネートとの反応による溶融重
合法による調製もまた可能である。
【００２３】
　芳香族ポリカーボネートおよび／または芳香族ポリエステルカーボネートを調製するた
めのジフェノールは、好ましくは式（Ｉ）のものである。
【００２４】
【化１】

［式中、
　Ａは、単結合、Ｃ１～Ｃ５アルキレン、Ｃ２～Ｃ５アルキリデン、Ｃ５～Ｃ６シクロア
ルキリデン、－Ｏ－、－ＳＯ－、－ＣＯ－、－Ｓ－、－ＳＯ２－、Ｃ６～Ｃ１２アリーレ
ンであり、さらにその上にヘテロ原子を必要に応じて含む芳香環が縮合していてもよく、
あるいは、Ａは、式（ＩＩ）または（ＩＩＩ）：
【００２５】
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【化２】

の基であり、
　Ｂは、それぞれの場合において、Ｃ１～Ｃ１２アルキル（好ましくは、メチル）または
ハロゲン（好ましくは、塩素および／またはヨウ素）であり、
　ｘは、それぞれの場合に互いに独立して、０、１または２であり、
　ｐは、１または０であり、
　Ｒ５およびＲ６は、各Ｘ１について独立して選択することができ、互いに独立して、水
素またはＣ１～Ｃ６アルキル、好ましくは、水素、メチルまたはエチルを表し、
　Ｘ１は、炭素を表し、
　ｍは、４～７の整数（好ましくは、４または５）を表す。
　ただし、少なくとも１つの原子Ｘ１上において、Ｒ５およびＲ６はともにアルキルであ
る。］
【００２６】
　好ましいジフェノールは、ヒドロキノン、レゾルシノール、ジヒドロキシジフェノール
、ビス－（ヒドロキシフェニル）－Ｃ１～Ｃ５アルカン、ビス－（ヒドロキシフェニル）
－Ｃ５～Ｃ６シクロアルカン、ビス－（ヒドロキシフェニル）エーテル、ビス－（ヒドロ
キシフェニル）スルホキシド、ビス－（ヒドロキシフェニル）ケトン、ビス－（ヒドロキ
シフェニル）スルホンおよびα，α－ビス－（ヒドロキシフェニル）－ジイソプロピル－
ベンゼンおよびその核臭素化および／または核塩素化された誘導体である。
【００２７】
　特に好ましいジフェノールは、４，４’－ジヒドロキシジフェニル、ビスフェノールＡ
、２，４－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－２－メチルブタン、１，１－ビス－（４
－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキサン、１，１－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）
－３，３，５－トリメチルシクロヘキサン、４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルフィ
ド、４，４’－ジヒドロキシジフェニルスルホンならびにそのジブロモ化およびテトラブ
ロモ化またはジクロロ化およびテトラクロロ化された誘導体、例えば、２，２－ビス－（
３－クロロ－４－ヒドロキシフェニル）－プロパン、２，２－ビス－（３，５－ジクロロ
－４－ヒドロキシフェニル）－プロパンまたは２，２－ビス－（３，５－ジブロモ－４－
ヒドロキシフェニル）－プロパンなどである。２，２－ビス－（４－ヒドロキシフェニル
）－プロパン（ビスフェノールＡ）が特に好ましい。
【００２８】
　ジフェノールをそれぞれ単独または任意の所望の混合物として用いることができる。ジ
フェノールは、文献公知であるか、または、文献公知の方法から得ることができる。
【００２９】
　熱可塑性の芳香族ポリカーボネートの調製に適した連鎖停止剤は、例えば、フェノール
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、ｐ－クロロフェノール、ｐ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノールまたは２，４，６－トリブロ
モフェノールおよび長鎖アルキルフェノール、例えば、４－［２－（２，４，４－トリメ
チルフェニル）］－フェノール、ＤＥ－Ａ ２ ８４２ ００５号に記載の４－（１，３－
テトラメチルブチル）－フェノール、またはモノアルキルフェノールもしくはジアルキル
フェノールであってアルキル置換基が全部で８～２０個の炭素原子を有するもの、例えば
、３，５－ジ－ｔｅｒｔ－ブチルフェノール、ｐ－ｉｓｏ－オクチルフェノール、ｐ－ｔ
ｅｒｔ－オクチルフェノール、ｐ－ドデシルフェノールおよび２－（３，５－ジメチルヘ
プチル）－フェノールおよび４－（３，５－ジメチルヘプチル）－フェノールである。連
鎖停止剤の使用量は、一般に、使用する特定のジフェノールのモル数の合計に基づいて、
０．５ｍｏｌ％～１０ｍｏｌ％である。
【００３０】
　熱可塑性の芳香族ポリカーボネートは、１００００～２０００００ｇ／ｍｏｌ、好まし
くは１５０００～８００００ｇ／ｍｏｌ、特に好ましくは２４０００～３２０００ｇ／ｍ
ｏｌの重量平均分子量（Ｍｗ、例えば、超遠心機または散乱光測定によって測定）を有す
る。
【００３１】
　熱可塑性の芳香族ポリカーボネートは、公知の方法で分岐することができ、特に好まし
くは、使用するジフェノールの合計に基づいて、０．０５～２．０ｍｏｌ％の３官能性ま
たは３官能性を超える化合物、例えば、３個またはそれよりも多くのフェノール性基を有
する化合物を配合することによって分岐することができる。
【００３２】
　ホモポリカーボネートおよびコポリカーボネートがともに適切である。また、成分Ａに
ついて本発明のコポリカーボネートの調製の際に、使用するジフェノールの総量に基づい
て、ヒドロキシアリールオキシ末端基を有するポリジオルガノシロキサンを１～２５重量
％、好ましくは２．５～２５重量％使用することも可能である。これらは、公知（ＵＳ 
３ ４１９ ６３４号）であり、文献公知の方法によって調製することができる。ポリジオ
ルガノシロキサンを含むコポリカーボネートの調製はＤＥ－Ａ ３ ３３４ ７８２号に記
載されている。
【００３３】
　ビスフェノールＡホモポリカーボネート以外に好ましいポリカーボネートは、ビスフェ
ノールＡのコポリカーボネートであり、これは、ジフェノールのモル数の合計に基づいて
、好ましいまたは特に好ましいものとして言及した他のジフェノール、特に２，２－ビス
－（３，５－ジブロモ－４－ヒドロキシフェニル）－プロパンを１５ｍｏｌ％以下含むも
のである。
【００３４】
　芳香族ポリエステルカーボネートを調製するための芳香族ジカルボン酸ジハライドは、
好ましくは、イソフタル酸、テレフタル酸、ジフェニルエーテル－４，４’－ジカルボン
酸またはナフタレン－２，６－ジカルボン酸のジアッシドジクロリドである。
【００３５】
　イソフタル酸のジアシッドジクロリドおよびテレフタル酸のジアシッドジクロリドの混
合物であって、イソフタル酸のジアッシドジクロリド：テレフタル酸ジアッシドジクロリ
ドの比が１：２０～２０：１である混合物が特に好ましい。
【００３６】
　ポリエステルカーボネートの調製の際、カルボン酸ハライド、好ましくはホスゲンを二
官能性酸の誘導体としてさらに併用する。
【００３７】
　芳香族ポリエステルカーボネートの調製に使用できる連鎖停止剤としては、上記で既に
述べたモノフェノール以外にも、そのクロロカルボン酸エステル、ならびに芳香族モノカ
ルボン酸の酸クロリド（これらはＣ１～Ｃ２２アルキル基またはハロゲン原子で必要に応
じて置換されていてもよい）ならびに脂肪族Ｃ２～Ｃ２２モノカルボン酸クロリドがある
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。
【００３８】
　連鎖停止剤の量は、フェノール性連鎖停止剤の場合ではジフェノールのモル数に基づい
て、モノカルボン酸クロリド連鎖停止剤の場合はジカルボン酸ジクロリドのモル数に基づ
いて、それぞれ０．１～１０ｍｏｌ％である。
【００３９】
　また、芳香族ポリエステルカルボネートは、配合した芳香族ヒドロキシカルボン酸を含
んでいてもよい。
【００４０】
　芳香族ポリエステルカーボネートは、直鎖であっても公知の方法で分岐していてもよい
（これに関してはＤＥ－Ａ ２ ９４０ ０２４号およびＤＥ－Ａ ３ ００７ ９３４号を参
照のこと）。
【００４１】
　使用することのできる分岐剤は、例えば、３官能性または３官能性を超えるカルボン酸
クロリド、例えば、トリメシン酸トリクロリド、シアヌル酸トリクロリド、３，３’，４
，４’－ベンゾフェノン－テトラカルボン酸テトラクロリド、１，４，５，８－ナフタレ
ンテトラカルボン酸テトラクロリドまたはピロメリト酸テトラクロリドであって、その量
は（使用するジカルボン酸ジクロリドに基づいて）０．０１～１．０ｍｏｌ％であるか、
あるいは、３官能性または３官能性を超えるフェノール類、例えば、フロログルシノール
、４，６－ジメチル－２，４，６－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－ヘプタ－２－エ
ン、４，６－ジメチル－２，４，６－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－ヘプタン、１
，３，５－トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－ベンゼン、１，１，１－トリ－（４－ヒ
ドロキシフェニル）－エタン、トリ－（４－ヒドロキシフェニル）－フェニルメタン、２
，２－ビス－［４，４－ビス－（４－ヒドロキシフェニル）－シクロヘキシル］－プロパ
ン、２，４－ビス－（４－ヒドロキシフェニル－イソプロピル）－フェノール、テトラ－
（４－ヒドロキシフェニル）－メタン、２，６－ビス－（２－ヒドロキシ－５－メチル－
ベンジル）－４－メチル－フェノール、２－（４－ヒドロキシフェニル）－２－（２，４
－ジヒドロキシフェニル）－プロパン、テトラ－（４－［４－ヒドロキシフェニル－イソ
プロピル］－フェノキシ）－メタンおよび１，４－ビス－［４，４’－ジヒドロキシトリ
フェニル）－メチル］－ベンゼンであって、その量は（使用するジフェノールに基づいて
）０．００１～１．０ｍｏｌ％である。フェノール性分岐剤は、ジフェノールとともに、
反応容器に最初に導入することができ、酸クロリド分岐剤は、酸ジクロリドと一緒に導入
することができる。
【００４２】
　熱可塑性の芳香族ポリエステルカーボネートにおけるカーボネート構造単位の含有量は
所望に応じて変更することができる。好ましくは、カーボネート基の含有量は、エステル
基およびカーボネート基の合計に基づいて、１００ｍｏｌ％以下、特に８０ｍｏｌ％以下
、特に好ましくは５０ｍｏｌ％以下である。芳香族ポリエステルカーボネートのエステル
およびカーボネート成分は、いずれも、ブロック形態またはランダム分布で縮重合物中に
存在することができる。
【００４３】
　芳香族ポリカーボネートおよびポリエステルカーボネートの相対溶液粘度（ηｒｅｌ）
は、１．１８～１．４、好ましくは１．２０～１．３２の範囲内である（２５℃、１００
ｍｌのメチレンクロリド溶液中、０．５ｇのポリカーボネートまたはポリエステルカーボ
ネートの溶液中で測定する）。
【００４４】
　熱可塑性の芳香族ポリカーボネートおよびポリエステルカーボネートは、それ自体単独
で使用してもよいし、任意の所望の混合物として使用してもよい。
【００４５】
　（成分Ｂ）
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　成分Ｂは、以下の成分（Ｂ．２）における（Ｂ．１）のグラフトポリマーを含む。
　　（Ｂ．１）　成分Ｂに基づいて、５～９５重量％、好ましくは３０～９０重量％の以
下の成分（Ｂ．１．１）と（Ｂ．１．２）との混合物：
　　　（Ｂ．１．１）　ビニル芳香族（例えば、スチレン、α－メチルスチレンなど）、
核置換ビニル芳香族（例えば、ｐ－メチルスチレン、ｐ－クロロスチレンなど）およびメ
タクリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエステル（例えば、メチルメタクリレート、エチルメ
タクリレートなど）からなる群から選択される、（Ｂ．１）に基づいて、６５～８５重量
％、好ましくは７０～８０重量％の少なくとも１つのモノマー、
　　　（Ｂ．１．２）　ビニルシアニド（例えば、アクリロニトリルおよびメタクリロニ
トリルなどの不飽和ニトリルなど）、（メタ）アクリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエステ
ル（例えば、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリ
レートなど）および不飽和カルボン酸の誘導体（例えば、無水物およびイミドなど）（例
えば、無水マレインおよびＮ－フェニルマレイミド）からなる群から選択される、（Ｂ．
１）に基づいて、１５～３５重量％、好ましくは２０～３０重量％の少なくとも１つのモ
ノマー、
　　（Ｂ．２）　０℃未満、好ましくは－２０℃未満のガラス転移温度を有する９５～５
重量％、好ましくは７０～１０重量％の少なくとも１つのグラフトベースであって、グラ
フトベース（Ｂ．２）は、一般に、０．０５～１０μｍ、好ましくは０．１～５μｍ、特
に好ましくは０．１５～１．５μｍの平均粒径（ｄ５０値）を有する。
【００４６】
　平均粒径ｄ５０は、それぞれの場合において５０重量％の粒子が存在する場合、直径よ
り大きくても小さくてもよい。平均粒径ｄ５０は、超遠心機測定によって決定することが
できる（W. Scholtan, H. Lange, Kolloid, Z. und Z. Polymere 250 (1972), 782-1796
）。
【００４７】
　好ましいモノマー（Ｂ．１．１）は、スチレン、α－メチルスチレンおよびメチルメタ
クリレートのモノマーから少なくとも１つ選択され、好ましいモノマー（Ｂ．１．２）は
、アクリロニトリル、無水マレイン酸およびメチルメタクリレートのモノマーから少なく
とも１つ選択される。
【００４８】
　特に好ましいモノマーは、（Ｂ．１．１）としてスチレン、（Ｂ．１．２）としてアク
リロニトリルである。
【００４９】
　グラフトポリマーＢに適切なグラフトベース（Ｂ．２）は、例えば、ジエンゴム、ジエ
ン／ビニルブロックコポリマーゴム、ＥＰ（Ｄ）Ｍゴム（いわゆる、エチレン／プロピレ
ンおよび必要に応じてジエンに基づくゴム）およびアクリレート、ポリウレタン、シリコ
ーン、クロロプレンおよびエチレン／ビニルアクリレートゴム、ならびに、これらのゴム
の混合物、あるいは、シリコーンとアクリレート成分が（例えば、グラフト工程によって
）互いに化学的に結合しているシリコーン／アクリレートコンポジットゴムである。
【００５０】
　好ましいグラフトベース（Ｂ．２）は、ジエンゴム（例えば、ブタジエンまたはイソプ
レンに基づくもの）、ジエン／ビニルブロックコポリマーゴム（例えば、ブタジエンおよ
びスチレンのブロックに基づくもの）、ジエンゴムのさらなる共重合性モノマーとのコポ
リマー（例えば、（Ｂ．１．１）および（Ｂ．１．２）に基づくもの）および上記の各種
ゴムの混合物である。純粋なポリブタジエンゴムおよびスチレン／ブタジエンブロックコ
ポリマーゴムが特に好ましい。
【００５１】
　グラフトポリマーのゲル含有量は、少なくとも１５重量％、好ましくは少なくとも２０
重量％である（アセトン中にて測定）。グラフトポリマーのゲル含有量は、適切な溶媒中
、２５℃で決定する（M. Hoffmann, H. Kromer, R. Kuhn, Polymeranalytik I und II, G
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eorg Thieme-Verlag, Stuttgart 1977）。
【００５２】
　特に好ましいポリマーＢは、例えば、フリーラジカル重合によって調製したＡＢＳポリ
マー（エマルジョン、バルクおよび懸濁ＡＢＳ）である。これらは、例えば、ＤＥ－Ａ 
２ ０３５ ３９０号（＝ＵＳ ３ ６４４ ５７４号）またはＤＥ－Ａ ２ ２４８ ２４２号
（＝ＧＢ １ ４０９ ２７５号）および Ullmanns, Enzyklopadie der Technischen Chemi
e, vol. 19 (1980), p. 280) などに記載されている。
【００５３】
　グラフトポリマーＢとしては、遊離（すなわち、ゴムベースに化学的に結合していない
）コポリマーである（Ｂ．１．１）および（Ｂ．１．２）が挙げられる。グラフトポリマ
ーＢは、適切な溶媒（例えば、アセトン）中に溶解し得る点で区別することができる。
【００５４】
　グラフトポリマーＢは、ゲルパーミエーションクロマトグラフィーによって決定される
６００００～９９０００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは７００００～９８０００ｇ／ｍｏｌ、特
に好ましくは７００００～９００００ｇ／ｍｏｌの重量平均分子量（ＭＷ）を有する遊離
コポリマー（Ｂ．１．１）および（Ｂ．１．２）を好ましくは含む。
【００５５】
　好ましくは、成分Ｂは、特に、ダンプヒート条件下においてポリカーボネートの分解を
触媒する、製造に関連した不純物もしくは成分を含まない。特に成分Ｂは、従って、塩基
性化合物（例えば、アルカリ金属またはアルカリ土類金属のカルボン酸またはカルボン酸
誘導体との塩（特に、脂肪酸の塩）など）を含まず、そして、アミン、アミドおよび金属
カーボネートを含まない。このような化合物は、例えば、エマルジョン重合の重合助剤ま
たはグラフトポリマーに添加するための重合助剤として用いられる。
【００５６】
　グラフトポリマーＢは、特に好ましくは、バルク重合法、溶液重合法またはバルク懸濁
重合法によって調製される。
【００５７】
　好ましい実施態様において、グラフトポリマーＢは、ＡＢＳであり、バルク重合法、溶
液重合法またはバルク懸濁重合法によって調製され、１０～２５重量％のゴム成分を有す
るブタジエン／スチレンブロックコポリマーゴムをベースとする。グラフトシェルは、そ
れぞれの場合において、グラフトシェルのモノマーに基づいて、２２～２７重量％のアク
リロニトリルおよび７３～７８重量％のスチレンを含む。グラフトポリマーのゲル含有量
は２０～３０重量％である（アセトン中にて測定）。
【００５８】
　（成分Ｃ）
　成分Ｃは以下の成分（Ｃ．２）における（Ｃ．１）のグラフトポリマーを含む。
　　（Ｃ．１）　成分Ｃに基づいて、５～９５重量％、好ましくは３０～９０重量％の以
下の成分（Ｃ．１．１）と（Ｃ．１．２）との混合物：
　　　（Ｃ．１．１）　ビニル芳香族（例えば、スチレン、α－メチルスチレンなど）、
核置換ビニル芳香族（例えば、ｐ－メチルスチレン、ｐ－クロロスチレンなど）およびメ
タクリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエステル（例えば、メチルメタクリレート、エチルメ
タクリレートなど）からなる群から選択される、（Ｃ．１）に基づいて、６５～８５重量
％、好ましくは７０～８０重量％の少なくとも１つのモノマー、
　　　（Ｃ．１．２）　ビニルシアニド（例えば、アクリロニトリルおよびメタクリロニ
トリルなどの不飽和ニトリルなど）、（メタ）アクリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエステ
ル（例えば、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリ
レートなど）および不飽和カルボン酸の誘導体（例えば、無水物およびイミドなど）（例
えば、無水マレイン酸およびＮ－フェニル－マレイミド）からなる群から選択される、（
Ｃ．１）に基づいて、１５～３５重量％、好ましくは２０～３０重量％の少なくとも１つ
のモノマー、
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　　（Ｃ．２）　０℃未満、好ましくは－２０℃未満のガラス転移温度を有する９５～５
重量％、好ましくは７０～１０重量％の少なくとも１つのグラフトベースであって、グラ
フトベース（Ｃ．２）は、一般に、０．０５～１０μｍ、好ましくは０．１～５μｍ、特
に好ましくは０．１５～１．５μｍの平均粒径（ｄ５０値）を有する。
【００５９】
　平均粒径ｄ５０は、それぞれの場合において５０重量％の粒子が存在する場合、直径よ
り大きくても小さくてもよい。平均粒径ｄ５０は、超遠心機測定によって決定することが
できる（W. Scholtan, H. Lange, Kolloid, Z. und Z. Polymere 250 (1972), 782-1796
）。
【００６０】
　好ましいモノマー（Ｃ．１．１）は、スチレン、α－メチルスチレンおよびメチルメタ
クリレートのモノマーから少なくとも１つ選択され、好ましいモノマー（Ｃ．１．２）は
、アクリロニトリル、無水マレイン酸およびメチルメタクリレートのモノマーから少なく
とも１つ選択される。
【００６１】
　特に好ましいモノマーは、（Ｃ．１．１）としてスチレン、（Ｃ．１．２）としてアク
リロニトリルである。
【００６２】
　グラフトポリマーＣに適切なグラフトベース（Ｃ．２）は、例えば、ジエンゴム、ジエ
ン／ビニルブロックコポリマーゴム、ＥＰ（Ｄ）Ｍゴム（いわゆる、エチレン／プロピレ
ンおよび必要に応じてジエンに基づくゴム）およびアクリレート、ポリウレタン、シリコ
ーン、クロロプレンおよびエチレン／ビニルアクリレートゴム、ならびに、これらのゴム
の混合物、あるいは、シリコーンとアクリレート成分が（例えば、グラフト工程によって
）互いに化学的に結合しているシリコーン／アクリレートコンポジットゴムである。
【００６３】
　好ましいグラフトベース（Ｃ．２）は、ジエンゴム（例えば、ブタジエンまたはイソプ
レンに基づくもの）、ジエン／ビニルブロックコポリマーゴム（例えば、ブタジエンおよ
びスチレンのブロックに基づくもの）、ジエンゴムのさらなる共重合性モノマーとのコポ
リマー（例えば、（Ｃ．１．１）および（Ｃ．１．２）に基づくもの）および上記の各種
ゴムの混合物である。純粋なポリブタジエンゴムおよびスチレン／ブタジエンブロックコ
ポリマーゴムが特に好ましい。
【００６４】
　グラフトポリマーＣのゲル含有量は、少なくとも１５重量％、好ましくは少なくとも２
０重量％である（アセトン中にて測定）。グラフトポリマーのゲル含有量は、適切な溶媒
中、２５℃で決定する（M. Hoffmann, H. Kromer, R. Kuhn, Polymeranalytik I und II,
 Georg Thieme-Verlag, Stuttgart 1977）。
【００６５】
　特に好ましいポリマーＣは、例えば、フリーラジカル重合によって調製したＡＢＳポリ
マー（エマルジョン、バルクおよび懸濁ＡＢＳ）である。これらは、例えば、ＤＥ－Ａ 
２ ０３５ ３９０号（＝ＵＳ ３ ６４４ ５７４号）またはＤＥ－Ａ ２ ２４８ ２４２号
（＝ＧＢ １ ４０９ ２７５号）および Ullmanns, Enzyklopadie der Technischen Chemi
e, vol. 19 (1980), p. 280) などに記載されている。
【００６６】
　グラフトポリマーＣとしては、遊離（すなわち、ゴムベースに化学的に結合していない
）コポリマーである（Ｃ．１．１）および（Ｃ．１．２）が挙げられる。グラフトポリマ
ーＣは、適切な溶媒（例えば、アセトン）中に溶解し得る点で区別することができる。
【００６７】
　成分Ｃの遊離コポリマー（Ｃ．１．１）および（Ｃ．１．２）の重量平均分子量は、成
分Ｂの遊離コポリマー（Ｂ．１．１）および（Ｂ．１．２）の重量平均分子量よりも高く
、２つの成分ＢおよびＣにおける遊離コポリマーの分子量は、ゲルパーミエーションクロ
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マトグラフィーによって決定され、それぞれ、少なくとも３２０００ｇ／ｍｏｌ、好まし
くは少なくとも４００００ｇ／ｍｏｌ、特に好ましくは少なくとも６００００ｇ／ｍｏｌ
異なる。
【００６８】
　好ましくは、成分Ｃは、特に、ダンプヒート条件下においてポリカーボネートの分解を
触媒する、製造に関連した不純物もしくは成分を含まない。特に成分Ｃは、従って、塩基
性化合物（例えば、アルカリ金属またはアルカリ土類金属のカルボン酸またはカルボン酸
誘導体との塩（特に、脂肪酸の塩）など）を含まず、そして、アミン、アミドおよび金属
カーボネートを含まない。このような化合物は、例えば、エマルジョン重合の重合助剤ま
たはグラフトポリマーに添加するための重合助剤として用いる。
【００６９】
　成分Ｃがエマルジョン法で調製したグラフトポリマーである場合、好ましくは、グラフ
トポリマーの調製の際、グラフト工程において乳化剤を添加しないか、あるいは、酸また
は強酸の塩を乳化剤として用いるかのいずれかである。適切な乳化剤としては、特に、ア
ルキル、アリールまたはアルキルアリールのスルホン酸またはこれらの化合物の塩；アル
キル、アリールまたはアルキルアリールのスルフェート；アルキル、アリールまたはアル
キルアリールのリン酸またはこれらの化合物の塩；あるいは上記化合物の混合物が挙げら
れる。
【００７０】
　グラフトポリマーＣは、特に好ましくは、バルク重合法、溶液重合法またはバルク懸濁
重合法によって調製される。
【００７１】
　（成分Ｄ）
　組成物は、さらに成分Ｄとして、（コ）ポリマーを含んでいてもよく、（コ）ポリマー
は、ビニル芳香族、ビニルシアニド（不飽和ニトリル）、（メタ）アクリル酸（Ｃ１－Ｃ

８）アルキルエステル、不飽和カルボン酸および不飽和カルボン酸の誘導体（無水物およ
びイミドなど）からなる群からの少なくとも１つのモノマーを含む。
【００７２】
　特に適切な（コ）ポリマー（Ｄ）は、以下の成分（Ｄ．１）および（Ｄ．２）のもので
ある。
　（Ｄ．１）　ビニル芳香族（例えば、スチレン、α－メチルスチレンなど）、核置換ビ
ニル芳香族（例えば、ｐ－メチルスチレン、ｐ－クロロスチレンなど）および（メタ）ア
クリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエステル（例えば、メチルメタクリレート、ｎ－ブチル
アクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレートなど）からなる群から選択される、（コ）
ポリマー（Ｄ）に基づいて、５０～９９重量％、好ましくは６５～８５重量％、特に好ま
しくは７０～８０重量％の少なくとも１つのモノマー、
　（Ｄ．２）　ビニルシアニド（例えば、アクリロニトリルおよびメタクリロニトリルな
どの不飽和ニトリルなど）、（メタ）アクリル酸（Ｃ１－Ｃ８）アルキルエステル（例え
ば、メチルメタクリレート、ｎ－ブチルアクリレート、ｔｅｒｔ－ブチルアクリレートな
ど）、不飽和カルボン酸および不飽和カルボン酸の誘導体（例えば、無水マレイン酸およ
びＮ－フェニル－マレイミド）からなる群から選択される、（コ）ポリマー（Ｄ）に基づ
いて、１～５０重量％、好ましくは１５～３５重量％、特に好ましくは２０～３０重量％
の少なくとも１つのモノマー。
【００７３】
　これらの（コ）ポリマー（Ｄ）は、樹脂性であり、熱可塑性であり、ゴムを含まない。
（Ｄ．１）としてスチレンと（Ｄ．２）としてアクリロニトリルのコポリマーが特に好ま
しい。
【００７４】
　このような（コ）ポリマー（Ｄ）は公知であり、フリーラジカル重合、特に、エマルジ
ョン重合、懸濁重合、溶液重合またはバルク重合によって調製することができる。好まし
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くは、（コ）ポリマー（Ｄ）は、５００００～２０００００ｇ／ｍｏｌ、好ましくは８０
０００～２０００００ｇ／ｍｏｌ、特に好ましくは１０００００～２０００００ｇ／ｍｏ
ｌの平均分子量（ＭＷ）（ゲルパーミエーションクロマトグラフィーによって決定される
重量平均分子量）を有する。
【００７５】
　（成分Ｅ）
　防炎剤、例えば、ハロゲン化有機化合物またはリン含有防炎剤を本発明の組成物に成分
Ｅとして配合することができる。好ましくは後者の防炎剤を用いる。
【００７６】
　本発明において、リン含有防炎剤（Ｅ）は、好ましくは、モノマーまたはオリゴマーの
（５価の）リンまたはリン酸のエステル、ホスホナトアミンおよびホスファゼンからなる
群から選択される。また、防炎剤として、１以上の様々なこれらの群から選択される複数
の成分からなる混合物を用いてもよい。また、ハロゲンを含まない他のリン化合物（本願
明細書中では詳細に言及しない）をそれ自体単独で、またはハロゲンを含まない他のリン
化合物との任意の所望の組み合わせで使用してもよい。
【００７７】
　好ましいモノマーまたはオリゴマーの（５価の）リンまたはリン酸のエステルは、一般
式（ＩＶ）のリン化合物である。
【００７８】
【化３】

［式中、
　Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して、それぞれの場合において必要に応じ
てハロゲン化されたＣ１～Ｃ８アルキル；それぞれの場合において必要に応じて、アルキ
ル（好ましくはＣ１～Ｃ４アルキル）および／またはハロゲン（好ましくは塩素または臭
素）で置換された、Ｃ５～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ１２アリールまたはＣ７～Ｃ１

２アラルキルを表し、
　ｎは、互いに独立して、０または１を表し、
　ｑは、０～３０を表し、
　Ｘは、６～３０個の炭素（Ｃ）原子を有する単核または多核芳香族基または２～３０個
の炭素（Ｃ）原子を有する直鎖または分枝脂肪族基を表し、ＯＨで置換されていてもよく
、８以下のエーテル結合を含んでいてもよい。］
【００７９】
　好ましくは、Ｒ１、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、互いに独立して、Ｃ１～Ｃ４アルキル、
フェニル、ナフチルまたはフェニル－Ｃ１～Ｃ４アルキルを表す。また、芳香族基のＲ１

、Ｒ２、Ｒ３およびＲ４は、ハロゲンおよび／またはアルキル基、好ましくは塩素、ヨウ
素および／またはＣ１～Ｃ４アルキルで置換されていてもよい。特に好ましいアリール基
は、クレジル、フェニル、キシレニル、プロピルフェニルまたはブチルフェニル、ならび
にその対応する臭素化および塩素化された誘導体である。
【００８０】
　式（ＩＶ）におけるＸは、好ましくは、６～３０個の炭素（Ｃ）原子を有する単核また
は多核芳香族基を表す。これは、好ましくは、式（Ｉ）のジフェノールから誘導される。
【００８１】
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　式（ＩＶ）のｎは、互いに独立して、０または１であってもよく、ｎは、好ましくは、
１である。
【００８２】
　ｑは、０～３０の値を表す。式（ＩＶ）の複数の化合物を混合物として用いる場合、０
．３～２０、特に好ましくは０．５～１０、特に１．０５～１．４の数平均ｑ値を好まし
くは有する混合物を用いることができる。
【００８３】
　Ｘは、特に好ましくは、
【００８４】
【化４】

またはその塩素化もしくは臭素化された誘導体を表し、特に、Ｘは、レゾルシノール、ヒ
ドロキノン、ビスフェノールＡまたはジフェニルフェノールから誘導される。Ｘは、特に
好ましくは、ビスフェノールＡから誘導される。
【００８５】
　ビスフェノールＡから誘導される式（ＩＶ）のオリゴマーリン酸エステルを使用するこ
とが特に有利である。その理由としては、これらのリン化合物を含む組成物は、ストレス
－クラッキングおよび加水分解に対して特に高い耐性を有し、そして、射出成形による加
工処理の間に堆積物を形成する傾向が特に低いことが挙げられる。さらに、これらの防炎
剤の配合によって、特に高い熱変形温度を達成することができる。
【００８６】
　本発明では、モノホスフェート（ｑ＝０）、オリゴホスフェート（ｑ＝１～３０）また
はモノホスフェートとオリゴホスフェートとの混合物を成分Ｅとして使用してもよい。
【００８７】
　式（ＩＶ）のモノリン化合物は、特に、トリブチルホスフェート、トリス－（２－クロ
ロエチル）ホスフェート、トリス－（２，３－ジブロモプロピル）ホスフェート、トリフ
ェニルホスフェート、トリクレジルホスフェート、ジフェニルクレジルホスフェート、ジ
フェニルオクチルホスフェート、ジフェニル ２－エチルクレジルホスフェート、トリ－
（イソプロピルフェニル）ホスフェート、ハロゲン置換アリールホスフェート、メチルリ
ン酸ジメチルエステル、メチルリン酸ジフェニルエステル、フェニルリン酸ジエチルエス
テル、トリフェニルホスフィンオキシドまたはトリクレジルホスフィンオキシドである。
【００８８】
　成分Ｅの式（ＩＶ）のリン化合物は公知（例えば、ＥＰ－Ａ ３６３ ６０８号、ＥＰ－
Ａ ６４０ ６５５号を参照のこと）であるか、あるいは、公知の方法で同じように調製す
ることができる（例えば、Ullmanns Enzyklopadie der technischen Chemie, vol. 18, p
. 301など, 1979；Houben-Weyl, Methoden der organischen Chemie, vol. 12/1, p. 43
；Beilstein vol. 6, p. 177）。
【００８９】
　平均のｑの値は、ホスフェート混合物の組成（分子量分布）を適切な方法（ガスクロマ
トグラフィー（ＧＣ）、高圧液体クロマトグラフィー（ＨＰＬＣ）またはゲルパーミエー
ションクロマトグラフィー（ＧＰＣ））によって決定し、そこからｑの平均値を計算する
ことによって、決定することができる。
【００９０】
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　ホスホナトアミンは、好ましくは、式（Ｖ）の化合物である。
　　　　　　　　　　　Ａ３－ｙ－ＮＢ１

ｙ　　　（Ｖ）
［式中、
　Ａは、式（Ｖａ）または（Ｖｂ）
【００９１】
【化５】

【００９２】
【化６】

　　（Ｒ１１およびＲ１２は、互いに独立して、非置換または置換Ｃ１～Ｃ１０アルキル
あるいは非置換または置換Ｃ６～Ｃ１０アリールを表し、
　　　Ｒ１３およびＲ１４は、互いに独立して、非置換または置換Ｃ１～Ｃ１０アルキル
あるいは非置換または置換Ｃ６～Ｃ１０アリールを表すか、あるいは、
　　　Ｒ１３およびＲ１４は、一緒になって、非置換または置換Ｃ３～Ｃ１０アルキレン
を表す）の基を表し、
　ｙは、０、１または２の数値を表し、
　Ｂ１は、独立して、水素、必要に応じてハロゲン化されたＣ２～Ｃ８アルキルあるいは
非置換または置換Ｃ６～Ｃ１０アリールを表す。］
【００９３】
　Ｂ１は、好ましくは、独立して、水素；あるいはハロゲンで置換されていてもよいエチ
ルまたはｎ－プロピルもしくはイソプロピル；あるいは非置換またはＣ１～Ｃ４アルキル
および／もしくはハロゲンで置換されたＣ６～Ｃ１０アリール（特に、フェニルまたはナ
フチル）を表す。
【００９４】
　Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４におけるアルキルは、独立して、好ましくは、メ
チル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチル
もしくはｔｅｒｔ－ブチル、フェニルまたはヘキシルを表す。
【００９５】
　Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４における置換アルキルは、独立して、好ましくは
、ハロゲンで置換されたＣ１～Ｃ１０アルキルを表し、特に、一置換または二置換された
メチル、エチル、ｎ－プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、イソブチル、ｓｅｃ－ブチ
ルもしくはｔｅｒｔ－ブチル、ペンチルまたはヘキシルを表す。
【００９６】
　Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４におけるＣ６～Ｃ１０アリールは、独立して、好
ましくは、フェニル、ナフチルまたはビナフチルを表し、特に、ｏ－フェニル、ｏ－ナフ
チル、ｏ－ビナフチルを表し、これらはハロゲンで置換（一般には、一置換、二置換また
は三置換）されていてもよい。
【００９７】
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　Ｒ１３およびＲ１４は、それらが直接結合する酸素原子およびリン原子と一緒になって
、環構造を形成してもよい。
【００９８】
　例として挙げる好ましい化合物は、式（Ｖａ－１）
【００９９】
【化７】

の５，５，５’，５’，５’’，５’’－ヘキサメチルトリス（１，３，２－ジオキサホ
スホリナン－メタン）アミノ－２，２’，２’’－トリオキシド、１，３，２－ジオキサ
ホスホリナン－２－メタンアミン， Ｎ－ブチル－Ｎ－［（５，５－ジメチル－１，３，
２－ジオキサホスホリナン－２－イル）メチル］－５，５－ジメチル－，Ｐ，２－ジオキ
シド；１，３，２－ジオキサホスホリナン－２－メタンアミン， Ｎ－［［５，５－ジメ
チル－１，３，２－ジオキサホスホリナン－２－イル）メチル］－５，５－ジメチル－Ｎ
－フェニル－，Ｐ，２－ジオキシド；１，３，２－ジオキサホスホリナン－２－メタンア
ミン，Ｎ，Ｎ－ジブチル－５，５－ジメチル－，２－オキシド， １，３，２－ジオキサ
ホスホリナン－２－メタンイミン，Ｎ－［（５，５－ジメチル－１，３，２－ジオキサホ
スホリナン－２－イル）メチル］－Ｎ－エチル－５，５－ジメチル－，Ｐ，２－ジオキシ
ド， １，３，２－ジオキサホスホリナン－２－メタンアミン， Ｎ－ブチル－Ｎ－［（５
，５－ジクロロメチル－１，３，２－ジオキサホスホリナン－２－イル）－メチル］－５
，５－ジクロロメチル－，Ｐ，２－ジオキシド， １，３，２－ジオキサホスホリナン－
２－メタンアミン， Ｎ－［（５，５－ジクロロメチル－１，３，２－ジオキサホスホリ
ナン－２－イル）メチル］－５，５－ジクロロメチル－Ｎ－フェニル－，Ｐ，２－ジオキ
シド；１，３，２－ジオキサホスホリナン－２－メタンアミン， Ｎ，Ｎ－ジ－（４－ク
ロロブチル）－５，５－ジメチル－，２－オキシド；１，３，２－ジオキサホスホリナン
－２－メタンイミン， Ｎ－［（５，５－ジメチル－１，３，２－ジオキサホスホリナン
－２－イル）メタン］－Ｎ－（２－クロロエチル）－５，５－ジ（クロロメチル）－，Ｐ
，２－ジオキシドである。
【０１００】
　さらに好ましい化合物は、式（Ｖａ－２）または（Ｖａ－３）の化合物である。
【０１０１】
【化８】

［式中、Ｒ１１、Ｒ１２、Ｒ１３およびＲ１４は、上述の意味を有する。］
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【０１０２】
　式（Ｖａ－２）および（Ｖａ－１）の化合物が特に好ましい。ホスホナトアミンの調製
は、例えば、ＵＳ－ＰＳ ５ ８４４ ０２８号に記載されている。
【０１０３】
　ホスファゼンは、式（ＶＩａ）および（ＶＩｂ）の化合物である。
【０１０４】
【化９】

［式中、
　Ｒは、それぞれの場合において、同一または異なり、アミノ；それぞれの場合において
必要に応じてハロゲン化（好ましくはフッ素によるハロゲン化）された、Ｃ１～Ｃ８アル
キルまたはＣ１～Ｃ８アルコキシ；それぞれの場合において必要に応じてアルキル（好ま
しくはＣ１～Ｃ４アルキル）および／またはハロゲン（好ましくは塩素および／または臭
素）で置換された、Ｃ５～Ｃ６シクロアルキル、Ｃ６～Ｃ２０アリール（好ましくはフェ
ニルまたはナフチル）、Ｃ６～Ｃ２０アリールオキシ（好ましくはフェノキシまたはナフ
チルオキシ）またはＣ７～Ｃ１２アラルキル（好ましくはフェニルＣ１～Ｃ４アルキル）
を表し、
　ｋは、０または１～１５の数を表し、好ましくは１～１０の数を表す。］
【０１０５】
　例としては、プロポキシホスファゼン、フェノキシホスファゼン、メチルフェノキシホ
スファゼン、アミノホスファゼンおよびフルオロアルキルホスファゼンが挙げられる。フ
ェノキシホスファゼンが好ましい。
【０１０６】
　ホスファゼンはそれ自体単独または混合物として用いることができる。Ｒ基は常に同一
であってもよく、あるいは、式（Ｉａ）および（Ｉｂ）において２以上の基が異なってい
てもよい。ホスファゼンおよびその調製法は、例えば、ＥＰ－Ａ ７２８ ８１１号、ＤＥ
－Ａ １ ９６１ ６６８号およびＷＯ ９７／４００９２号に記載されている。
【０１０７】
　防炎剤は、それ自身単独、あるいは、もう１つ別の防炎剤との任意の所望の混合物また
は他の防炎剤との混合物として用いることができる。
【０１０８】
　（成分Ｆ）
　さらに組成物は、従来のポリマー用添加剤（成分Ｆ）をさらに含んでいてもよく、例え
ば、防炎相乗剤、防滴剤（例えば、フッ素化ポリオレフィン、シリコーンおよびアラミド



(19) JP 5030965 B2 2012.9.19

10

20

30

40

50

繊維などの物質クラスの化合物）、潤滑剤および離型剤（例えば、ペンタエリスリトール
テトラステアレート）、核形成剤、帯電防止剤、安定剤、充填剤および補強物質（例えば
、ガラス繊維または炭素繊維、マイカ、カオリン、タルク、ＣａＣＯ３およびガラスフレ
ーク）ならびに染料および顔料が挙げられる。
【０１０９】
　（成形組成物および成形品の調製）
　公知の方法で特定の成分を混合し、混合物を従来の装置（例えば、内部ニーダー、押出
成形機および二軸スクリュ）内での２００℃～３００℃の温度での溶融混合および溶融押
出成形に付すことによって、本発明の熱可塑性成形組成物を調製する。
【０１１０】
　各成分の混合を連続的にまたは同時に公知の方法で、特に、約２０℃（室温）またはそ
れよりも高い温度のいずれかで行うことができる。
【０１１１】
　好ましい実施態様において、成分Ｄまたは成分Ｄの一部分は、成分Ｂおよび／またはＣ
あるいは成分Ｂおよび／またはＣの一部分と反応して、予備配合物（precompound）を与
える。また、本発明は、さらに、（Ｂ）および（Ｃ）またはその一部分からなる群から選
択される少なくとも１つのグラフトポリマーおよび成分Ｄまたは成分Ｄの一部分が、混合
によって調製される予備配合物の形態で用いられる組成物を提供する。エマルジョン重合
法で調製される成分Ｃのグラフトポリマーおよび成分Ｄのコポリマーまたは成分Ｄの一部
分の予備配合物が特に好ましく用いられ、好ましい実施態様において、この予備配合物は
、減圧下、２００～２６０℃の温度で溶融物中で２つの成分ＣおよびＤを混合することに
よって調製される。
【０１１２】
　特に好ましい実施形態において、予備配合物を対応する成分から、減圧および脱揮発を
行いながら混合し、低放出性予備配合物を形成することによって調製する。ＥＰ ０ ７６
８ １５７ Ａ１号およびＥＰ ０ ８６７ ４６３ Ａ１号に記載の方法に従って、脱揮発混
合工程では、成分Ｂまたは（それぞれ）Ｃを湿った状態（すなわち水の存在下）で用いる
ことが特に有利である。予備配合物において、揮発性有機化合物の全含有量が４００ｍｇ
／ｋｇ未満、好ましくは３００ｍｇ／ｋｇ未満、特に好ましくは２００ｍｇ／ｋｇ未満の
ものが特に適している。第２の製造工程では、残りの成分および予備配合物を公知の方法
で混合し、混合物を従来の装置（例えば、内部ニーダー、押出成形機および二軸スクリュ
）内での２００℃～３００℃の温度での溶融混合または溶融押出成形に付す。好ましい実
施態様において、揮発性成分（例えば、残存するモノマーおよび残存する溶媒など）のさ
らなる脱揮発を目的として、この第２の混合工程の間に５００ｍｂａｒ未満、好ましくは
１５０ｍｂａｒ未満、特に好ましくは１００ｍｂａｒ未満の圧力に減圧する。
【０１１３】
　従って、本発明は、本発明の低放出性組成物の調製方法をも提供する。
【０１１４】
　本発明の成形組成物は、あらゆる種類の成形品の製造に使用することができる。これら
は、射出成形、押出成形およびブロー成形法によって製造することができる。加工処理の
さらなる態様は、予め製造したシートまたはフィルムからの熱成形による成形品の製造で
ある。
【０１１５】
　このような成形品の例としては、フィルム、形材（profiles）、あらゆる種類のハウジ
ング部品（例えば、家庭用器具（例えば、ジュースプレス、コーヒーマシーン、ミキサー
）のハウジング、オフィス機器（例えば、モニター、フラットスクリーン、ノートブック
、プリンター、コピー機）のハウジング）、シート、パイプ、電気絶縁コンジット、窓、
ドア、および建築分野でのさらなる形材（内装仕上および外装用途）ならびに電気および
電子部品（例えば、スイッチ、プラグおよびソケット）ならびに多用途車の車体および内
装部品、特に、自動車分野のものが挙げられる。
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【０１１６】
　また、本発明の成形組成物は、特に、例えば、以下の成形品（shaped articles）また
は成形品（mouldings）の製造に使用することができ、軌道車、船舶、航空機、バスおよ
び他の自動車の内装仕上部品、小型変圧器を含む電子機器のハウジング、情報の処理およ
び伝達に関する機器のハウジング、医療機器のハウジングおよびフェーシング、マッサー
ジ機およびそのハウジング、子供用の玩具の車、平面壁要素、安全装置のハウジング、断
熱輸送容器、衛生用品および浴室用品の成形品、換気口のカバー格子および園芸用品のハ
ウジングが挙げられる。
【実施例】
【０１１７】
　（実施例）
　（成分Ａ）
　２７５００ｇ／ｍｏｌの重量平均分子量ＭＷ（ＧＰＣにて決定）を有するビスフェノー
ルＡに基づく直鎖ポリカーボネート
【０１１８】
　（成分Ｂ－１）
　ＡＢＳポリマーに基づいて１８重量％のポリブタジエン／スチレンブロックコポリマー
ゴム（スチレン含有量２６重量％）の存在下、２４重量％のアクリロニトリルおよび７６
重量％のスチレンの混合物（ＡＢＳポリマーに基づいて８２重量％）のバルク重合によっ
て調製したＡＢＳポリマー。ＡＢＳポリマーにおける遊離ＳＡＮコポリマー成分の重量平
均分子量ＭＷは８００００ｇ／ｍｏｌである（ＴＨＦ中ＧＰＣにて測定）。ＡＢＳポリマ
ーのゲル含有量は２４重量％である（アセトン中にて測定）。
【０１１９】
　（成分Ｃ－１）
　ＡＢＳポリマーに基づいて１５重量％の直鎖ポリブタジエンゴムの存在下、２３重量％
のアクリロニトリルおよび７７重量％のスチレンの混合物（ＡＢＳポリマーに基づいて８
５重量％）のバルク重合によって調製したＡＢＳポリマー。ＡＢＳポリマーにおける遊離
ＳＡＮコポリマー成分の重量平均分子量ＭＷは１８００００ｇ／ｍｏｌである（ＴＨＦ中
ＧＰＣにて測定）。ＡＢＳポリマーのゲル含有量は２５重量％である（アセトン中にて測
定）。
【０１２０】
　（成分Ｃ－２）
　エマルジョン重合によって調製されたＡＢＳポリマー５０重量％およびＳＡＮコポリマ
ー５０重量％の予備配合物。予備配合物のＡ：Ｂ：Ｓ重量比は１７：２６：５７であり、
予備配合物はダンプヒート条件下でポリカーボネートの分解を触媒する、製造に関連した
不純物もしくは成分を含まない。このＡＢＳ予備配合物における遊離ＳＡＮコポリマー成
分の重量平均分子量は１５００００ｇ／ｍｏｌである。成分Ｃ－２の遊離コポリマーの（
重量に基づく）含有量は約６０重量％である。
【０１２１】
　（成分Ｃ－３）
　エマルジョン重合によって調製されたＡＢＳポリマー５０重量％およびＳＡＮコポリマ
ー５０重量％の予備配合物。予備配合物のＡ：Ｂ：Ｓ重量比は２０：２８：５２である。
乳化剤としてＤｒｅｓｉｎａｔｅ（登録商標）７３１（不均化バルサム樹脂のナトリウム
塩（Abieta Chemie GmbH, Gersthofen, Germany））を用いてグラフト重合を実施した。
調製後、乳化剤の一部はＡＢＳ中に残存する。このＡＢＳ予備配合物における遊離ＳＡＮ
コポリマー成分の重量平均分子量は１０００００ｇ／ｍｏｌである。成分Ｃ－３の遊離コ
ポリマーの（重量に基づく）含有量は約６０重量％である。
【０１２２】
　（成分Ｄ）
　アクリロニトリル含有量が２３重量％であり、重量平均分子量が１３００００ｇ／ｍｏ
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ｌであるＳＡＮコポリマー。
【０１２３】
　（成分Ｅ）
　ビスフェノールＡに基づくオリゴホスフェート
【０１２４】
【化１０】

【０１２５】
　（成分Ｆ）
　成分Ｆ－１：ペンタエリスリトールテトラステアレート
　成分Ｆ－２：Ｉｒｇａｎｏｘ Ｂ９００（製造元：Ciba Specialty Chemicals Inc., Ba
sle, Switzerland）
【０１２６】
　（本発明の成形組成物の調製および試験）
　組成物の成分を３Ｌの内部ニーダーで混合する。
【０１２７】
　射出成形機（タイプ Ａｒｂｕｒｇ ２７０ Ｅ）で成形品を一般には２６０℃で製造す
る。しかし、加工処理安定性を評価することを目的として、場合によっては、３００℃の
温度に昇温、あるいは２８０℃で３回の通常休止時間（２８０℃×３）を設けて、試験片
を製造し、試験する。
【０１２８】
　ＤＩＮ ５４８１１に従って、溶融粘度を２６０℃および１０００／秒の剪断速度で決
定する。
【０１２９】
　ＩＳＯ １８０／１ Ａに従って、室温またはそれよりも低い温度でノッチ付衝撃強さ（
ａｋ）を決定する。ａｋ靱性－脆性転移温度は、ノッチ付衝撃実験の間に、実施した全て
の実験の約半数において、靱性または脆性破損が観察されたときの温度である。
【０１３０】
　ＩＳＯ ６６０３－２の方法で室温またはそれよりも低い温度で破壊試験を実施する。
Ｅｐは、この実験における全エネルギー吸収量であり、力／伸び曲線の積分として計算さ
れる。それぞれの試験の１０回の平均を示す。さらに、それぞれの試験片の破損パターン
を実験の大部分（＞８０％）において破砕－自由崩壊が生じるか否かで評価する。
【０１３１】
　薬品作用下でのストレス－クラッキング特性（ＥＳＣ特性）を小さな棒（大きさ：８０
ｍｍ×１０ｍｍ×４ｍｍ）で調べる。ハンドローション（Sebamed Hand+Nail Balsam, Se
bapharma GmbH & Co. KG, Boppard, Germany）を試験媒体として使用する。試験片を円弧
テンプレートで予備延伸（辺縁部での繊維の伸び２．４％）し、２３℃で試験媒体に浸漬
した。これらの条件下で破損までの時間を測定した。
【０１３２】
　ＵＬ－Ｓｕｂｊ．９４Ｖに従って、射出成形機で２６０℃で製造した小さな棒（大きさ
：１２７×１２．７×１．６ｍｍ）で試験片の燃焼特性を測定する。
【０１３３】
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　ダンプヒート環境下でのエイジングの間に組成物内でのポリカーボネートの分解を測定
する際、ＩＳＯ １１３３に従って、９５℃、相対大気湿度１００％で７日間の保存の前
後で５ｋｇのスタンプ負荷を行い、２６０℃でＭＶＲを測定し、ＭＶＲの相対的な増加を
以下の式に従って計算する。
【０１３４】
【数１】

【０１３５】
　上記基準に基づいて調製したポリカーボネート組成物が、上記のダンプヒート条件下で
の保存試験において、ＭＶＲの相対的な増加が１００％以下を示す場合、グラフトポリマ
ーＢおよびＣは、ダンプヒート条件下でポリカーボネートの分解を触媒する、製造に関連
した不純物もしくは成分を含まないものとみなす。
【０１３６】
　以下の表において、グラフトポリマーＢにおける遊離（コ）ポリマーの重量平均分子量
と、グラフトポリマーＣまたはその予備配合物における遊離（コ）ポリマーと必要に応じ
て添加した（コ）ポリマーＤとの混合物の重量平均分子量との差ΔＭＷを示す。本発明に
おいて、これは以下の式に従って計算する。
【０１３７】

【数２】

［式中、
　ｘは、全組成における、グラフトポリマーＣまたはその予備配合物の遊離コポリマーの
（重量に基づく）含有量であり、
　ｙは、全組成における（コ）ポリマーＤの（重量に基づく）含有量である。］
【０１３８】
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【表１】

【０１３９】
【表２】

【０１４０】
　表２において、全ての処方がさらに０．５％ＰＴＦＥを含む。
【０１４１】
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【表３】

【０１４２】
　表１および２に示す結果から分かり得るように、実施例２～４および７～９の本発明の
組成物は、比較例１および１０に対してかなりの延性を有し、成分Ｃを排他的に含み、場
合によってはかなり向上した溶融流動性（低下した溶融粘度）を有する。比較例５および
６は、成分Ｂを排他的に含み、良好な溶融流動性を有しているが、その一方で、延性が不
十分である。
【０１４３】
　さらに、表１に示す結果が示すように、本発明の組成物は、優れた加工処理安定性（広
範な加工処理時間にわたって一定して延性がある）およびダンプヒート環境下での保存安
定性によって区別することができる。
【０１４４】
　表３に示す結果が示すように、このような特性は、バルク重合法で調製した２つのグラ
フトポリマーをグラフトポリマーＢおよびＣとして組み合わせて用いる場合に達成できる
だけでなく、エマルジョンＡＢＳが、例えば、エマルジョン重合法由来の塩基として作用
する不純物であって、ダンプヒート条件下でポリカーボネートの分解を触媒する不純物な
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どの成分を含まない場合、成分ＢまたはＣとして、バルクおよびエマルジョンＡＢＳを組
み合わせて用いることによっても実現することができる。
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